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７ 嵐山郷 

１ 概要 

（１）利用者の特性に応じた支援の実施 

利用者ニーズに基づく個別支援計画を策定し、利用者の特性に応じた支援を行った。 

（２）重度障害者の支援 

   強度行動障害など重度の障害児・者に対し、生活支援を実施した。 

（３）在宅障害者の支援 

   短期入所の受入れなどにより障害者の在宅生活を支援し、地域貢献を推進した。 

 

２ 利用者状況 

（１）入退所の状況                               （人） 

施設種別 性別 定員 前年度末 入 所 退 所 年度末 

男 ― １５ １ ０ １６ 

女 ― ９ １ １ ９ 
知的障害児 

施   設 
計 25 ２４ ２ １ ２５ 

男 ― １８５ ３ １ １８７ 

女 ― １３７ ４ ３ １３８ 
障  害  者 

支 援 施 設 
計 329 ３２２ ７ ４ ３２５ 

男 ― ２５ ０ ０ ２５ 

女 ― ３３ １ ２ ３２ 
重 症 心 身 

障害児施設 
計 60 ５８ １ ２ ５７ 

男 ― ２２５ ４ １ ２２８ 

女 ― １７９ ６ ６ １７９ 計 

計 414 ４０４ １０ ７ ４０７ 

 

（２）退所の理由                                （人） 

      区 分 

施設種別 

地域 

移行 

死亡 

（病気） 
その他 計 

知 的 障 害 児 施 設 ０ ０ １（障害者支援施設へ移行） １ 

障 害 者 支 援 施 設 ０ ３ １（重症心身障害児施設へ移行） ４ 

重症心身障害児施設 ０ ２  ２ 

計 ０ ５  ７ 

 

（３）障害者支援施設 障害程度区分          平成23年 3月 31日現在 (人) 

  程度区分 男 女 計 割合 

区分６ １２９ ９５ ２２４ ６８．９％  

区分５  ４６ ３４ ８０ ２４．６％  

区分４  １２  ９ ２１ ６．５％  

区分３   ０     ０ ０ ０．０％  

合   計 １８７   １３８ ３２５ １００．０％  
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（４）利用者の知能指数                   平成 22年 3月 31日現在 （人） 

 

 
性別 測定不能 

Ｉ Ｑ 

19 以下 

Ｉ Ｑ 

20～34 

Ｉ Ｑ 

35～49 

ＩＱ 

50以上 
未測定 計 

男 １１ ０ ２ ０ ０ ３ １６ 

女 ５ ２ １ ０ ０ １ ９ 
知的障害児 

施   設 
計 １６ ２ ３ ０ ０ ４ ２５ 

男 ９５ １９ ３８ ９ ５ ２１ １８７ 

女 ６９ １７ ２７ ４ ０ ２１ １３８ 
障 害 者 

支 援 施 設 
計 １６４ ３６ ６５ １３ ５ ４２ ３２５ 

男 ２４ １ ０ ０ ０ ０ ２５ 

女 ３０ １ ０ １ ０ ０ ３２ 
重 症 心 身 

障害児施設 
計 ５４ ２ ０ １ ０ ０ ５７ 

男 １３０ ２０ ４０ ９ ５ ２４ ２２８ 

女 １０４ ２０ ２８ ５ ０ ２２ １７９ 計 

計 ２３４ ４０ ６８ １４ ５ ４６ ４０７ 

割  合 57.5％ 9.8％ 16.7％ 3.5％ 1.2％ 11.3％ 100.0％ 

 

（５）通学状況 

 

学   校   名 知的障害児施設 重症心身障害児施設   計 

東松山特別支援学校（通学） ５人 ―― ５人 

熊谷特別支援学校 （通学） ―― ３人 ３人 

本庄特別支援学校 （通学) 1人 ―― 1人 

 

（６）健康管理の状況 

日ごろから利用者の健康観察を行うとともに定期的に健康診断を実施して、疾病の早期発

見・早期治療及び予防に努めた。     

   

ア 診療棟受診件数                              （回） 

科目 

区分 
内科 精神科 皮膚科 整形外科 耳鼻科 眼科 婦人科 計 

受 診 

延回数 
14,222 895 677 209 1,634 501 187 18,325 

月平均 1,185 75 56 17 136 42 16 1,527 

 

 

イ 外部医療機関受診件数                            (回) 

科目 

区分 
内科 皮膚科 外科 整形外科 耳鼻科 眼科 婦人科 泌尿器科 

放射線

科 
脳外科 乳腺 精神科 計 

件数 5 0 1 5 0 1 0 1 0 0 0 0 13 入 

院 日数 69 0 18 37 0 8 0 147 0 0 0 0 279 

通 院日 数 25 11 21 13 0 5 1 43 0 7 1 0 127 
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（７）保育所 

   事業団立認可保育所として、障害児保育に摂食・嚥下指導を取り入れるなど特色を活かす他、

高齢者施設慰問を行い地域交流・世代間交流を図った。 

                              平成 23年 3月 31日現在 (人) 

現            員 年齢 

性別 
定員 

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合  計 

男 ―― ４ ２ ４ ４ １ ３ １８ 

女 ―― ２ １ ３ ２ １ ６ １５ 

合 計 ４５ ６ ３ ７ ６ ２ ９ ３３ 

 

３ 安心・安全の確保 

（１）利用者を災害から守るため法令に基づく建物、防災機器及び各種機器設備等の保守点検を定

期的に行い安全確保・事故防止に万全を期した。 

（２）消防署の指導のもとに１０月に総合防災訓練を行うとともに利用者の障害特性を考慮の上、

消火・避難誘導訓練等を実施し、災害予防と安全の確保に努めた。 

 

４ 利用者支援 

利用者ニーズに基づく個別支援計画を策定し、利用者の特性に応じた支援を行った。 
（１）日中支援の状況（複数参加あり）                      （人）       

 療育活動 行動支援 創作活動 作業活動 職場実習 計 
男 ２０１ ７３ ３７ ５６ １３ ３８０ 

女 ２１８ ２３ ３３ ４０ １０ ３２４ 

計 ４１９ ９６ ７０ ９６ ２３ ７０４ 

 
（２）主な行事の実施状況 

 年 月 実 施 事 項 等 
  ２２.７   納涼花火大会 

 ９   還暦の祝い 
１０   嵐山郷まつり 
１１   アーティストボランティア・コンサート 
１２   年末お楽しみ会、クリスマスコンサート 

２３.１   初詣 
３   梅林鑑賞 

 

(３) 利用者支援の充実 

    利用者支援充実のため、以下の取組を行った。 

    ・ 夜間の勤務状況のチェック 

     園長、副園長などの管理職及び夜間リーダーが夜間の現場を不定期に巡回し、勤務状況の

チェック・指導を実施した。 

    ・ 問題兆候への「気づき」 

     寮会議等における情報交換を綿密に行うとともに、ニーズ調査などの機会も利用し、寮職

員全員で問題点やその兆候の把握に努めた。 

   ・ 職員への面談と教育 

     園長が契約職員を含む全職員との個別面談を実施したほか、虐待防止に関する研修を実施

した。 
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５ 地域社会との共生 

（１）短期入所 

在宅の心身障害児（者）のニーズに応えるため、短期入所を受け入れた。 

重症心身障害児の定員を、２３年１月に２人から５人に増員した。 

区   分 受入件数(件)   延べ人数(人) 

知 的 障 害 児 施 設 ２０６（７２） ６１３     

障 害 者 支 援 施 設 ６８７（４７） ３,２６２     

重症心身障害児施設 ２００（７４） ５９３         

計 １,０９３（１９３） ４,４６８         

                          ※（  ）内は、日中一時支援事業 

（２）相談支援事業 

   障害児等療育支援事業（療育拠点施設事業）を県から受託し、研修会及び連絡調整会議を実

施して、県内の生活支援センターとの連携に努めた。 

    

 

 

 

（３）ケアホームの運営              平成23年3月31日現在 

ケアホーム名称 定 員（人） 利用人数(人) 

「嵐山ハイム」      ６     ６ 

「ふるさとハイム」      ５     ５ 

     計 １１ １１ 

 

（４）地域生活定着支援センターの運営 

   平成２２年５月に開設し、刑務所や少年院等から退所予定の障害者・高齢者に対し地域社会

への復帰を支援した。                   （件） 

コーディネート フォローアップ 相談支援 

      ３      ２     ６ 

 

（５）「カフェ・パステル」の運営 

   「カフェ・パステル」の運営を行い、重度知的障害者の社会参加・就労支援の場を提供し、 

自立に向けた支援を行った。 

年間来店者数 ２６,４３８人 

参加利用者数 ２１人 

平均工賃支給額 ２,８１９円 

（６）ボランティアの受入れ      

受入延べ人数（人） 主 な 内 容 

２,２３５ 衣類補修、環境美化、買物、理美容等 

（７）実習生の受入れ 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 日 数（日) 

保育士実習 １７６ ２,０９６ 

社会福祉士実習 ８ １５４ 

その他の実習 ６４ ４３３ 

計 ２４８ ２,６８３ 

（８）見学者の受入れ 

受入延べ人数（人） 

６８８ 

 

事 業 区 分 開催月及び実施回数 

支援センター職員研修会等 ６月－２回、  １月－２回 

個 別 案 件 へ の 相 談 助 言 ２３件 
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６ 施設・設備の維持管理 

（１）４、６寮内部の改修工事を行い、利用者の特性に応じた安全で住みやすい生活環境への改善

を図った。 

（２）４、６、13、14寮のスプリンクラー設置工事を実施した。 

（３）利用者の安全確保とサービスの向上及び施設環境を維持するため、計画的な施設・設備の 

保守点検等を実施し、適正な維持管理を行った。 

（４）職員による定期的な施設内点検を実施し、改善・補修の必要性が生じた時には速やかに対応

した。 

 

７ 職員研修 

（１）埼玉県社会福祉協議会と連携して、在宅障害者及び民間福祉職員向けの摂食・嚥下リハビリ

テーション研修会を開催し、専門的支援技術の提供を積極的に行った。 

（２）事業団研修体系及び嵐山郷研修体系に基づいて、個別・集団指導研修及び集合研修を実施し

た。集合研修の主な内容は、摂食嚥下・薬・てんかんの基礎知識やIＴ研修など。 

（３）中核となる中間監督者に対する教育の場としてスーパーバイザー養成研修を行った。 

（４）寮、棟合同でケースカンファレンスを開催した。 

（５）各部が年間を通じて研究した課題について、発表・討議を行う研究事業発表会を開催した。 

２２年度の研究課題は利用者の高齢化・ターミナルケア・成年後見・不適応行動の支援など。 

 

８ 医科・歯科診療 

（１）医科 

障害者一般外来診療を行い、在宅障害者の福祉に寄与した。            （人） 

診療科目 内科 精神科 耳鼻科 皮膚科 眼科 婦人科 整形外科 計 

一般外来  231 1 408 3 13 7 0 663 

児者施設  14,222 895 1,634 677 501 187 209 18,325 

合   計 14,453 896 2,042 680 514 194 209 18,988 

  

（２）歯科 

常勤の歯科医師を中心として、県歯科医師会等関連機関の協力のもとに、障害児（者）の歯 

    科治療や口腔衛生指導を行い、在宅障害児（者）の治療及び口腔機能の改善に努めた。 

                           （人） 

      月 

区 分 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

実 人 員 297 254 263 250 257 257 282 266 264 264 313 311 3,278 

延 べ 人 員 520 436 475 443 420 431 501 433 375 407 453 469 5,363 

児者施設 364 297 321 316 254 287 346 279 214 281 297 326 3,582 
内訳 

一般外来 156 139 154 127 166 144 155 154 161 126 156 143 1,781 

全身麻酔治療回数 2 1 2 1 1 1 1 2 1 0 3 1 16 

鎮静法治療回数 22 30 44 30 21 28 37 30 34 28 36 25 365 
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９ 皆光園 
１ 概要 

（１）利用者の特性に応じた支援の実施 

利用者ニーズに基づく個別支援計画を策定し、利用者の特性に応じた支援を行った。 

（２）重度障害者の支援 

脳性マヒなど重度の障害者に対し、健康管理等により生活支援を実施した。 

（３）利用者の身体機能の維持・向上 

   機能訓練などの日中活動を充実させ、利用者の身体機能の維持・向上を図った。 

（４）在宅障害者の支援 

短期入所の受入れなどにより障害者の在宅生活を支援し、地域貢献を推進した。 

（５）新体系移行 

   平成２２年４月１日から障害者自立支援法に基づく障害者支援施設として運営した。 

 

２ 利用者状況 

（１）入退所の状況（入所）                          （人） 

区 分 

性 別 
定   員 前年度末現員 入   所 退   所 年度末現員 

男 － ２５ １ ２ ２４ 

女 － ２５ ０ ０ ２５ 

計 ５０ ５０ １ ２ ４９ 

 

（２）退所の理由                               （人） 

      区 分 

性 別 

死亡 

（病気） 
その他 計 

男 ２ ０ ２ 

女 ０ ０ ０ 

計 ２ ０ ２ 

 

（３）入所者の障害の状況 

ア 疾病の状況                      （人） 

      区 分 

障 害 
総  数 男   女 

脳性小児マヒ ３０     １４ １６ 

脳血管障害   ７    ５ ２ 

脊髄損傷等  ６   ３ ３ 

進行性筋萎縮症  １   ０ １ 

そ  の  他  ５   ２ ３ 

計   ４９ ２４ ２５ 

イ 障害程度区分の状況                            （人） 

  程度区分 男 女 計 割合 

区分６ ２０ ２５ ４５ ９１.８％  

区分５ ４ ０ ４ ８.２％  

合   計 ２４     ２５ ４９ １００.０％  
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ウ 身体障害の等級                              （人） 

   等 級 男 女 計 割合 

１ 級    １９ ２３ ４２ ８５.７％  

２ 級 ３ ２ ５ １０.２％  

３ 級 ２ ０ ２ ４.１％  

合   計 ２４ ２５ ４９ １００.０％ 

（４）健康管理の状況 

利用者の健康管理については、内科、整形外科及び心療内科の嘱託医師により、日常的な

健康管理を行うとともに、定期健康診断を実施した。 

受診状況                                        （回） 

   科目 

区分 
内科 外科 

整形 

外科 
眼科 

耳鼻

科 

泌尿 

器科 

診療 

内科 
歯科 その他 合計 

回   数 1,310 17 125 16 5 27 233 271 37 2,041 

内 嘱託医 1,200 0 103 0 0 0 232 0 0 1,535 

訳 その他 110 17 22 16 5 27 1 271 35 504 

入 院(件) 9 0 1 0 0 0 0 0 2 12 

 

３ 安心･安全の確保 

（１）利用者を災害から守るため法令に基づく建物、防災機器及び各種機器設備等の保守点検を

定期的に行い安全確保・事故防止に万全を期した。 

（２）消防署の指導のもとに１０月に総合防災訓練を行うとともに利用者の障害特性を考慮の上、

消火・避難誘導訓練等を実施し、災害予防と安全の確保に努めた。 

 

４ 利用者支援 

利用者への直接聴き取りによる満足度調査を実施し、利用者の意向に応じたサービスの提供

を行った。 
また、新体系移行に伴い、創作活動にフラワーアートや音楽活動の種目を増やして日中支援

の充実を図った。 
（１）日中支援（創作活動の状況）                      （人）         

   種目 
 
性別 

俳句 七宝焼 民謡 フォト カラ 
オケ 書道 園芸 ひまわり 

(童謡) 
フラワー

アート 音楽活動 延人員 実人員 

男 ２ ２ ２ ２ ３ ０ ３ ２ ２ ４ ２２ １４ 
女 ３ ６ ５ １ ８ ５ ５ ８ １０ １７ ６８ ２１ 
計 ５ ８ ７ ３ １１ ５ ８ １０ １２ ２１ ９０ ３５ 

 
（２）主な行事の実施状況 

 年 月 実 施 事 項 等 
 ２２.４  三者合同歓送迎会 

   ５  埼療協ゲーム交流会 聴能野外訓練 
   ６  埼療協スポーツ交流会 
 ９  皆光園祭 

１０  深谷市ふれあいスポーツ大会 深谷市福祉健康まつり 深谷市障害

者文化作品展 埼療協外出交流レク 聴能運動会 デイ日帰り旅行 
１１  利用者忘年会 埼療協文化作品展 
１２  聴能クリスマス会 

２３.２  聴能節分会 
３  埼療協ゲーム交流会 聴能修了式 
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（３）機能訓練の状況            

   利用者の身体機能の維持・向上のために機能訓練を実施した。 

対 象 機能訓練(人) 
入所利用者      ３９ 
デイサービス利用者      ３４ 

（４）聴能訓練の状況 
就学前の難聴児に対して、日常生活の適応に必要な聴能訓練を実施するとともに、地域の

学校等からの依頼に応じ聴力検査、予後指導を実施した。        
訓練児童数（人） 訓練延べ人数（人） 

１７ ８７２ 

 

(５) 利用者支援の充実 

    利用者支援充実のため、以下の取組を行った。 

    ・ 夜間の勤務状況のチェック 

     園長、副園長などの管理職及び夜間リーダーが夜間の現場を不定期に巡回し、勤務状況

のチェック・指導を実施した。 

    ・ 問題兆候への「気づき」 

     寮会議等における情報交換を綿密に行うとともに、ニーズ調査などの機会も利用し、寮

職員全員で問題点やその兆候の把握に努めた。 

   ・ 職員への面談と教育 

     園長が契約職員を含む全職員との個別面談を実施したほか、虐待防止に関する研修を実

施した。 

 

５ 地域社会との共生 

（１）短期入所 

在宅の身体障害者のニーズに応えるため、短期入所を受け入れた。 

区   分 受入件数(件)   延べ人数(人) 

障 害 者 支 援 施 設 １６３    ４７６    

 (２) デイサービス 

地域の障害者に対して、ニーズの高い機能訓練を中心とした支援を実施した。 
    月 

区分 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

契 約 人 数 32 33 34 34 35 35 36 36 36 35 35 36 417 

利用延人数 278 250 298 318 279 273 297 272 296 278 268 309 3,416 

 

（３）ボランティアの受入れ     

受入延べ人数（人） 主 な 内 容 

９１７ 

買物の付き添い、理美容、食事介助、創作活動（入所） 

絵手紙、陶芸、パソコン、料理（デイ） 

運動会、クリスマス会（聴能） 

（４）実習生の受入れ 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 日 数（人日) 

介護福祉士実習       ３３       ３８６ 

社会福祉士実習 １５ ３３０ 

保育士実習 ９ １３２ 

介護体験（教員免許） ２ １２ 

計 ５９ ８６０ 

 



 ３６ 

（５）見学者の受入れ 

受入延べ人数（人） 

１８１ 

 

６ 施設・設備の維持管理 

（１）設備の整備 

   デイサービス送迎、通院等のニーズ応えるため福祉車両を新たに1台配置した。 

（２）保守点検の実施 

利用者の安全確保とサービスの向上及び施設環境を維持するため、計画的な施設・設備の 

保守点検等を実施し、適正な維持管理を行った。 

（３）施設内点検 

職員による定期的な施設内点検を実施し、改善・補修の必要性が生じた時には速やかに対

応した。 

 

７ 職員研修 

職員の教育として、職場内研修を積極的に行うとともに、県内外各種研修会へ派遣し、資質

及び専門性の向上に努めた。 
（１）リスクマネジメント研修 

職員の危機管理意識の向上及び事故防止のため、手引書『リスクマネジメントを考える』

に沿って報告・連絡手順の統一化を徹底するとともに、リスクマネジメント研修を実施した。 
（２）医療研修 

医療関連研修（嚥下ストレッチ・吸引法等）を実施し、支援職員の支援技術を高めた。 
 

８ 歯科診療 

常勤の歯科医師を中心として、県北地域の歯科診療の拠点として、障害児（者）歯科治療や

口腔衛生指導を行い、在宅障害児（者）の治療及び口腔機能の充実に努めた。 

                             （人） 

      月 

区 分 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

実 人 員 230 187 243 257 264 256 233 237 241 228 213 200 2,789 

延 べ 人 員 288 215 307 330 340 321 282 291 286 276 252 257 3,445 

入  所 24 16 21 25 33 30 19 20 21 26 18 21 274 
内訳 

外  来 264 199 286 305 307 291 263 271 265 250 234 236 3,171 

全身麻酔治療回数 5 4 4 3 6 1 5 2 2 3 5 3 43 

鎮静法治療回数 69 55 100 83 83 91 68 93 83 83 84 94 986 

 



 ３７ 

１０ そうか光生園 
１ 概要 

（１）利用者の特性に応じた支援の実施 

利用者ニーズに基づく個別支援計画を策定し、利用者の特性に応じた支援を行った。 

（２）重度障害者の支援 

脳性マヒなど重度の障害者に対し、健康管理等により生活支援を実施した。 

（３）利用者の身体機能の維持・向上 

   機能訓練などの日中活動を充実させ、利用者の身体機能の維持・向上を図った。 

（４）在宅障害者の支援 

短期入所の受入れなどにより障害者の在宅生活を支援し、地域貢献を推進した。 

（５）新体系移行 

   障害者自立支援法に基づく新体系移行を進め、平成２３年４月１日から障害者支援施設に

移行した。 

 

２ 利用者状況 

（１）入退所の状況（入所）                          （人） 

区 分 

性 別 
定   員 前年度末現員 入   所 退   所 年度末現員 

男 － ３４ １ ２ ３３ 

女 － １６ ０ ０ １６ 

計 ５０ ５０ １ ２ ４９ 

 

（２）退所の理由                               （人） 

      区 分 

性 別 

死亡 

（病気） 
その他 計 

男 １  １（長期入院１） ２ 

女 ０ ０ ０ 

計 １ １ ２ 

（３）入所者の障害の状況 

ア 疾病の状況                   （人） 
      区分 

障害 
総  数 男 女 

脳血管障害 １７      ９ ８ 

脳 性 マヒ １７   １２ ５ 

小脳変性症  ２   ０ ２ 

脊髄損傷等  ３   ３ ０ 

頭部外傷  ４   ４ ０ 

筋炎等  １   １ ０ 

そ  の  他  ５   ４ １ 

計      ４９ ３３ １６ 

 

 



 ３８ 

イ 障害程度区分の状況    

  程度区分 男 女 計 割合 

Ａ   ２５ １６ ４１ ８３.７％  

Ｂ    ６  ０ ６ １２.２％  

Ｃ ２ ０ ２ ４.１％  

合   計   ３３    １６ ４９ １００．０％  

ウ 身体障害の等級    

   等 級 男 女 計 割合 

１ 級 ３１ １６ ４７ ９６．０％  

２ 級 １ ０ １ ２．０％  

３ 級 １ ０ １ ２．０％ 

  合   計   ３３ １６ ４９ １００．０％  

（４）健康管理の状況 

利用者の健康管理については、内科、整形外科及び心療内科の嘱託医師により、日常的な

健康管理を行うとともに、定期健康診断を実施した。 

受診状況                                        (回） 

   科目 

区分 
内科 外科 

整形 

外科 
眼科 

耳鼻

科 

泌尿 

器科 

心療 

内科 
歯科 その他 合計 

回   数 1,970 32 150 8 1 31 60 118 56 2,426 

内 嘱託医 1,928 0 150 0 0 0 60 0 0 2,138 

訳 その他 42 32 0 8 1 31 0 118 56 288 

入 院(件) 4 0 2 0 0 2 0 0 0 8 

 

３ 安心･安全の確保 

（１）利用者を災害から守るため法令に基づく建物、防災機器及び各種機器設備等の保守点検を

定期的に行い安全確保・事故防止に万全を期した。 

（２）消防署の指導のもとに１１月に総合防災訓練を行うとともに利用者の障害特性を考慮の上、

消火・避難誘導訓練等を実施し、災害予防と安全の確保に努めた。 

 

４ 利用者支援 

利用者ニーズに基づく個別支援計画を策定するとともに、利用者がその人らしい生活と社会

活動への参加ができるような支援に努めた。 
 

（１）入所利用者のクラブ活動加入状況           （人） 
       種目 
 
性別 

家庭科 ソングソング（カラオケ） 延人員 

男 ２ ５ ７ 

女 ７ ５ １２ 

計 ９ １０ １９ 
   ※  このほかに、書道・陶芸・生け花・車いすダンス等の活動を実施した。（参加者は随時） 
 
 
 



 ３９ 

（２）主な行事の実施状況 
 年 月 実 施 事 項 等 

 ２２.４  聴能児童運動会 
   ５  日帰り外出（そうか公園）   埼療協ゲーム大会 
   ６  日帰り外出（葛西臨海公園） 
   ７  日帰り外出（上野美術館）   聴能訓練児夕涼み会 
 ８  日帰り外出（江戸東京博物館） 草加市花火大会鑑賞 
 ９  日帰り外出（浅草寺）     そうか光生園秋まつり 
１０  日帰り外出（東武外出公園）  埼療協外出交流レクリエーション 
１１  日帰り外出（葛西臨海公園）  埼療協文化作品展 
１２  日帰り外出（鉄道博物館）   年忘れの会 

２３.１  日帰り外出（越谷レイクタウン）聴能訓練児餅つき会 
２  日帰り外出（ららぽーと）    
３  埼療協ゲーム交流会 

 

（３）機能訓練の状況            

   利用者の身体機能の維持・向上のために機能訓練を実施した。 

対 象 機能訓練(人) 
入所利用者       ５０ 

（４）聴能訓練の状況         （人） 
訓練児童数 訓練延べ人数 

３０ １，２４５ 

 

(５) 利用者支援の充実 

    利用者支援充実のため、以下の取組を行った。 

    ・ 夜間の勤務状況のチェック 

     園長、副園長などの管理職及び夜間リーダーが夜間の現場を不定期に巡回し、勤務状況

のチェック・指導を実施した。 

    ・ 問題兆候への「気づき」 

     寮会議等における情報交換を綿密に行うとともに、ニーズ調査などの機会も利用し、寮

職員全員で問題点やその兆候の把握に努めた。 

   ・ 職員への面談と教育 

     園長が契約職員を含む全職員との個別面談を実施したほか、虐待防止に関する研修を実

施した。 

 

５ 地域社会との共生 

（１）短期入所 

在宅の心身障害児（者）のニーズに応えるため、短期入所を積極的に受け入れた。 

定員を、２２年１２月に４人から７人に増員した。 

区   分 受入件数(件)   延べ人数(人) 

身体障害者療護施設 ３０６    １,２８１    

 (２) 地域活動支援センター                           （人） 

    月 

区分 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

契 約 人 数 13 13 13 13 13 13 14 14 14 14 14 15   163 

利用延人数 63 50 65 63 56 59 60 46 56 54 48 64 684 

 



 ４０ 

（３）相談支援事業 

   障害児等療育支援事業及び障害者相談支援事業を実施し、在宅の障害児・者を支援した。 

  ア 障害児等療育支援事業（県委託事業）                    （件） 

在宅支援訪問療育等指導事業 在宅支援外来療育等指導事業 施設支援一般指導事業 

３８０ ４２ １３２ 

イ 障害者相談支援事業（市事業）                        (件) 

訪 問 外 来 電 話 

３８０ ４４ １,１７１ 

 

（４）ボランティアの受入れ 

   市内の行事、理美容、文化的活動（音楽・喫茶）等利用者の援助のため、地域住民や学生の

ボランティアを積極的に受け入れた。      

受入延べ人数（人） 主 な 内 容 

９７１ クラブ活動、環境美化、買物外出、理美容等 

 

（５）実習生の受入れ 

福祉人材の育成を図るため、実習生を積極的に受入れた。 

区   分 実 人 数（人） 延 べ 日 数（日) 

社会・介護福祉士等実習 ６７ ４３０ 

歯科診療関係実習 ２１ ５５ 

その他の実習（聴能等） ５ １１０ 

計 ９３ ５９５ 

（６）見学者の受入れ 

   身体障害者福祉に対する県民の理解と施設利用の促進を図るため、施設利用希望者、短期入

所利用希望者、関係機関職員等の見学を積極的に受け入れた。 

受入延べ人数（人） 

４６１ 

 

６ 施設・設備の維持管理 

（１）改修工事 

   利用者ニーズ及び施設の老朽化に対応して、次のとおり実施した。 

   ア 短期入所室の増設工事 

   イ 歯科診療所専用玄関設置工事 

ウ 食堂等の外壁塗装工事 

（２）保守点検の実施 

利用者の安全確保とサービスの向上及び施設環境を維持するため、計画的な施設・設備の 

保守点検等を実施し、適正な維持管理を行った。 

（３）施設内点検 

職員による定期的な施設内点検を実施し、改善・補修の必要性が生じた時には速やかに対

応した。 

 

７ 職員研修 

（１）施設内研修 
支援技術の向上のため、ＯＪＴを軸とした園内研修を行うとともに、全職員を対象にして、

接遇等に係る研修を実施した。 
 



 ４１ 

（２）施設外研修 
虐待防止の徹底のために権利擁護研修等に参加するとともに、職員研修計画に基づき、 

サービスの向上を図るための埼療協職員研修、看護研修会、接遇研修等を受講した。 
 

８ 歯科診療 

常勤の歯科医師を中心として、県歯科医師会等関連機関の協力のもとに、障害児（者）の歯

科治療や口腔衛生指導を行い、在宅障害児（者）の治療及び口腔機能の改善に努めた。 

                           （人） 

      月 

区 分 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

実 人 員 158 149 165 221 158 157 182 140 158 179 150 116 1,933 

延 べ 人 員 192 169 190 244 186 180 199 166 168 198 171 125 2,188 

入  所 12 9 12 55 24 18 13 12 6 7 12 7 187 
内訳 

外  来 180 160 178 189 162 162 186 154 162 191 159 118 2,001 

全身麻酔治療回数 5 4 4 1 0 2 3 3 2 2 3 1 30 

鎮静法治療回数 14 25 15 36 16 21 22 22 19 22 28 19 259 

 



 ４２ 

１１ あさか向陽園 
１ 概要 

（１）利用者の特性に応じた支援の実施 

利用者ニーズに基づく個別支援計画を策定し、利用者の特性に応じた支援を行った。 

（２）利用者の身体機能の維持・向上 

   機能訓練などの日中活動を充実させ、利用者の身体機能の維持・向上を図った。 

（３）就労支援の実施 

   福祉的就労の場として、安心・安全を担保しつつ、利用者の技能が活かせる作業を提供し、

作業量及び工賃の確保に努めた。 

（４）新体系移行 

   障害者自立支援法に基づく新体系移行を進め、平成２３年４月１日から障害者支援施設に

移行した。 

 

２ 利用者状況 

（１）入退所の状況（入所）                          （人） 

区 分 

性 別 
定  員 前年度末現員 入  所 退  所 年度末現員 

男 － ３０ ４ ３ ３１ 

女 － ８ １ ０ ９ 

計 ４０ ３８ ０ ０ ４０ 

（人） 

施設種別 性別 定員 前年度末 入 所 退 所 年度末現員 

男 ― ３０ ４ ３ ３１ 

女 ― ８ １ ０ ９ 
身体障害者 

入所授産施設 
計 40 ３８ ５ ３ ４０ 

男 ― １６ １ ２ １５ 

女 ― ４ ０ ０ ４ 
身体障害者 

通所授産施設 
計 20 ２０ １ ２ １９ 

男 ― １７ ２ ２ １７ 

女 ― ７ １ ３ ５ 
知的障害者 

通所授産施設 
計 20 ２４ ３ ５ ２２ 

男 ― ６３ ７ ７ ６３ 

女 ― １９ ２ ３ １８ 計 

計 80 ８２ ９ １０ ８１ 

 

（２）退所の理由                               （人） 

      区 分 

施設種別 

死亡 

（病気） 
その他 計 

身体障害者入所授産施設 ０ 他施設移行３   ３ 

身体障害者通所授産施設 ０ 他施設移行１、家庭復帰１   ２ 

知的障害者通所授産施設 １ 就職１、他施設移行１、家庭復帰２   ５ 

計 １ ９ １０ 

 



 ４３ 

（３）入所者の障害の状況 

ア 疾病の状況                   （人） 

       区分 

障害 
総  数 男    女 

脳血管障害 ２２ ２０ ２ 

脳 性 マヒ １７ １０ ７ 

小脳変性症 ０ ０ ０ 

脊髄損傷等 ４ ３ １ 

頭部外傷 ２ ２ ０ 

筋炎等 ０ ０ ０ 

そ  の  他 １４ １１ ３ 

計 ５９ ４６ １３ 

イ 障害程度区分の状況    

障害程度区分(身障) 男 女 計 割 合 

Ａ ２ １ ３ ５.１％  

Ｂ ３１ ９ ４０ ６７.８％  

Ｃ １３ ３ １６ ２７.１％  

合   計 ４６ １３ ５９ １００.０％  

 

障害程度区分（知的） 男 女 計 割 合 

Ａ  ３  ０  ３ １３.６％ 

Ｂ １０ ５ １５ ６８.２％ 

Ｃ ４ ０ ４ １８.２％ 

合  計 １７ ５ ２２ １００.０％  

ウ 障害の等級   

等 級（身障) 男 女 計 割 合 

１ 級 ２１ ２ ２３ ３９.０％  

２ 級 ２０ ８ ２８ ４７.５％  

３ 級 ５ １ ６ １０.１％  

４ 級 ０ ２ ２ ３.４％  

合   計 ４６ １３ ５９ １００.０％  

 

 等 級（知的） 男 女 計 割 合 

Ａ  ０  ０  ０ －％  

Ｂ １０ ３ １３ ５９.１％  

Ｃ ７ ２ ９ ４０.９％  

合  計 １７ ５ ２２ １００.０％  
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（４）健康管理の状況 

利用者の健康管理については、内科、整形外科及び心療内科の嘱託医師により、日常的な

健康管理を行うとともに、定期健康診断を実施した。 

受診状況                                        (回） 

   科目 

区分 
内科 外科 

整形 

外科 
眼科 

耳鼻

科 

泌尿 

器科 
精神科 歯科 その他 合計 

回   数 1,952 27 128 9 0 38 62 155 45 2,416 

内 嘱託医 1,897 0 126 0 0 0 62 0 0 2,085 

訳 その他 55 27 2 9 0 38 0 155 45 331 

入 院(件) 4 4 0 0 0 0 0 0 0 8 

 

３ 安心･安全の確保 

（１）災害時における利用者の生命の安全を図るため、消防計画に基づき避難訓練、総合防災訓

練を実施するとともに、消防設備等の点検・整備を定期的に行い、災害対策に万全を期した。 

（２）歯科診療所のスタッフにより、職員全員に心肺蘇生法の研修を受けさせ、ＡＥＤの使用方

法等の習得を図った。 

 

４ 利用者支援 

利用者ニーズに基づく個別支援計画を策定し、利用者の特性に応じた支援を行った。 
授産事業について、嵐山郷から花と苗の提供を受けたラベンダーを材料に、芳香剤を製品化

した。 
（１）日中支援の状況（入所利用者と通所利用者の合計、複数参加あり）    （人） 

 プリント 

（印刷科） 

フリーメイト 
（加工科） 

ハートソーイング 
（縫製科） 

キャロット 

（知的加工） 
計 

男   ９ ３１ ６ １７ ６３ 

女   １   ８ ４  ５ １８ 

計 １０ ３９ １０ ２２ ８１ 

 

（２）主な行事の実施状況 
 年 月 実 施 事 項 等 

 ２２.４  自治会総会、レク大会 
   ５  自治会臨時総会、ボランティア懇談会、レク大会 
   ７  健康診断 
 ８  自治会夕食会 
１０  向陽祭 

２３.１  新年会 
２  利用者との話し合い 

 

(３) 利用者支援の充実 

    利用者支援充実のため、以下の取組を行った。 

    ・ 夜間の勤務状況のチェック 

     園長、副園長などの管理職及び夜間リーダーが夜間の現場を不定期に巡回し、勤務状況

のチェック・指導を実施した。 

    ・ 問題兆候への「気づき」 

     寮会議等における情報交換を綿密に行うとともに、ニーズ調査などの機会も利用し、寮

職員全員で問題点やその兆候の把握に努めた。  
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    ・ 職員への面談と教育 

     園長が契約職員を含む全職員との個別面談を実施したほか、虐待防止に関する研修を実

施した。 

５ 地域社会との共生 

（１）ボランティアの受入れ 

受入延べ人数（人） 主 な 内 容 

１,０１２ 作業補助、環境美化、行事開催等 

（２）実習生の受入れ 

実 習 内 容 実 人 数（人） 延 べ 日 数（日) 

社 会 福 祉 士 実 習 ２６ ４６３ 

ヘ ル パ ー ２ 級 ３ ６ 

介護体験(教員免許) １３ １０１ 

計 ４２ ５７０ 

（３）見学者の受入れ 

受入延べ人数（人） 

２１２ 

 

６ 施設・設備の維持管理 

（１）改修工事 

   新体系移行に向けて、印刷科(プリント工房)の間仕切り工事を実施した。 

（２）保守点検の実施 

利用者の安全確保とサービスの向上及び施設環境を維持するため、計画的な施設・設備の 

保守点検等を実施し、適正な維持管理を行った。 

（３）施設内点検 

職員による定期的な施設内点検を実施し、改善・補修の必要性が生じた時には速やかに対

応した。 

 

７ 職員研修 

（１）新体系移行研修 
自立支援法施設への移行を前にサービス体系や事業展開等の知識習得のための実務的研

修として、4 回の研修を実施した。 
（２）就業及び倫理研修 

施設長が中心となり就業および倫理研修を実施し、契約職員を含め職員全体での研修を実

施しモラルの向上を図った。 
 

８ 歯科診療 

常勤の歯科医師を中心として、県歯科医師会等関連機関の協力のもとに、障害児（者）の歯

科治療や口腔衛生指導を行い、在宅障害児（者）の治療及び口腔機能の改善に努めた。 

                           （人） 

       月 

区 分 
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

実 人 員 157 141 148 146 159 159 154 126 168 123 119 97 1,697 

延 べ 人 員 181 161 179 168 182 185 173 141 210 149 141 103 1,973 

入  所 18 15 19 19 25 28 13 14 45 29 23 13 261 
内訳 

外  来 163 146 160 149 157 157 160 127 165 120 118 90 1,712 

全身麻酔治療回数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

鎮静法治療回数 38 32 33 36 31 22 35 32 41 28 25 18 371 
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１２ 障害者交流センター 

１ 概要 

（１）障害者の社会活動の促進 

障害者に対してスポーツ・レクリエーションをはじめ、各種文化・スポーツ教室等の開催及び

障害者スポーツ指導員やボランティアの養成に努めた。また、地域支援事業として、文化・スポ

ーツプログラムを県内各地で実施した｡ 

（２）県民に開かれた施設づくり 

地域との交流を図るため、センター祭、納涼祭の各種交流事業を実施した。 

開所以来の利用者数累計は３９５万１千人（平成２３年３月末）となった。 

 

２ 利用者状況（22年度）                          (人)        
  

利用者数 障害者数  （比率）

       214,610 (障害者 　122,772　57.0％）
              （介護者等  91,838　43.0％）

116,496 77,112 (66.2%)

1,904 1,230（64.6%)

445（19.1%)

        15,400 (障害者　 6,980　45.3％）
              （介護者等 8,420　54.7％）

2,118

       199,210 (障害者  　115,792　58.1％）
            　 （介護者等   83,418　41.9％）

1,092（51.6%)

38,680（46.8%)

4,118（46.9%)

82,714

8,787

参加者数 障害者数  （比率）

256

2,335

95（37.1%)

施
設
利
用

 スポーツ施設

 小計

 文化施設

合計（施設＋事業）

 小計

 交流事業

 啓発事業

事
業
関
係

 相談事業

 文化・芸術事業

 スポーツ事業

 

     

（１） 年齢別利用証交付状況（人） 

ア ０歳～  ９歳 男     ６７人  ／  女   ４６人    計  １１３人 

イ １０歳～１９歳 男    １１１人  ／  女   ４１人    計  １５２人 

ウ ２０歳～２９歳 男     ３２人  ／  女   １６人    計   ４８人 

エ ３０歳～３９歳 男     ４８人  ／  女   ２４人    計   ７２人 

オ ４０歳～４９歳 男     ３５人  ／  女   １７人    計   ５２人 

カ ５０歳～５９歳 男     １９人  ／  女   ２１人    計   ４０人 

キ ６０歳以上 男     ４９人  ／  女   ３７人    計   ８６人 

合 計        男  ３６１人 ／ 女 ２０２人  合計 ５６３人 

 (２）送迎バス利用状況（人） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

利用者数 4,772 5,109 4,866 5,214 5,011 5,499 5,343 4,963 4,196 4,726 4,444 1,891 56,034 
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３ 安心・安全の確保 

障害者が利用する施設であるため、防災に対する職員意識の高揚と、非常時に対する現実的対応 

を主眼に防災訓練を実施した。また、安心・安全の観点から施設設備・機器等の定期点検を行い、

各設備の修理の他、非常通報装置、火災報知設備を更新し、雨漏り対策として屋上等の防水工事を

行った。 

5/18  防災設備取扱訓練（総合防災監視盤、防火扉、防火シャッター） 

11/18  避難誘導・通報・放水訓練 

 

４ 利用者支援 

（１）文化教室 

障害者を対象として、各種教室を開催した。また、教員を対象とした講座や、中学生などをボ

ランティア活動に積極的に参加させるなど、教育機関との連携に努めた。 

ア 文化教室 

開講教室数 開講回数 延べ受講者数 

１９教室 １０１回 １,２７３人 

 

 

イ 障害者向けパソコン（インターネット）教室の開催（県委託事業） 

障害者が多くの情報を得る手段として、パソコンを操作してインターネット及びメールを体

験するための教室を開催した。 

・ 障害者向パソコン教室    ３回  ６１人 

・ 視覚障害者向パソコン教室  ４回  ３９人 

合計 ７回  １００人 

（２）ホール事業 

４講座６７２人（受講者の子ども預かりを含む） 

オーボエとピアノコンサート／クリスマスコンサート／みぬまわいわい寄席／文化の日イ

ベント ※その他、１階作品展示場を利用してミニコンサートを実施 

 

（３）情報・相談事業 

ア 各種相談事業 

障害者福祉・教育等について随時相談に応じた。また、福祉用具供給協会と連携し、毎週

土曜日に福祉機器相談を実施した。 

イ おもちゃ図書館 

障害児とその家族を対象に常設のおもちゃ図書館を開設し、おもちゃの貸出のほか、遊び

の場・情報交換の場として、親子教室、おもちゃ病院を実施した。 

  ・ 親子教室 ２回／２６人  ・ おもちゃ病院 １２回／１２２件 

ウ 福祉機器展示ホール 

障害者の生活の質の向上を図るため、福祉機器に係る情報の収集及び提供に努めた。 

エ 広報紙の発行 

当センターの広報紙「わいわい広場」を毎月発行し、広く障害者福祉の啓発に努めた。 

・ 発行部数４,０００部（その他に点字版２７０部、朗読テープ１２３本） 

オ 作品展示コーナー 

障害者等の文化的創造活動について発表する場を提供し、活動意欲の向上を図るとともに、

障害者の社会活動を広く県民に知らせることを目的として、各種の作品展示を行った。 

・ 出展者（団体）１７団体 延べ開催日２２２日 

・ 内 容 絵画、折り紙、写真、書道、紙工作、刺繍、絵手紙等 

 

※教室：園芸教室、夏休み親子教室、冬の親子教室、わいわい

アトリエ、わいわい工房、そば打ち入門教室、パソコン相談会、

料理教室、中高生福祉体験講座、教員福祉体験講座、、点訳ボラ

ンティア養成講座、ピア・カウンセリング入門講座、朗読ボラン

ティア養成講座、福祉講座、出張福祉機器等 



 ４８ 

カ スポーツ医事相談 

医師による医事相談（医学的な相談、アドバイス）を毎月実施した。。 

内科９２人／整形４２人 合計 １３４人 

キ サークル育成支援 

センター利用者が自主的に行っているサークルの情報を提供するとともに、サークルの支

援に努めた。 ＊情報提供可能なサークル 

サークル数 内     容 

４５サークル 

油絵、皮革細工、調理、茶道、七宝焼、コーラス、写真、囲碁、手芸、書道、 

カラオケ、楽器演奏、水泳、卓球、太極拳、アーチェリー、サッカ－、 

シンクロナイズドスイミング、シッティングバレー、グラウンドソフトボール等 

 

（４）人材養成・育成事業 

ア 中高生福祉体験講座 

中学生及び高校生の障害者福祉に対する意識を高めるため、手話、車椅子及び障害者スポー

ツ・レクリエーション等を体験する講座を開催した。  中学生・高校生 合計 ５８人 

イ ボランティア養成講座 

障害者福祉を理解し、ボランティアとして活動をする人を対象とした点訳、朗読ボランティ 

ア養成講座を開催した。 

講座名 開催日数 受講者延人数 

 点訳ボランティア養成講座 ６日      ３４人 

 朗読ボランティア養成講座 １５日 １３６人 

 

ウ 施設見学の受入れ 

・体験・小中学校総合学習 １４４人   ・見学（障害者団体、一般）  ７５４人 

エ パソコンボランティアの養成研修等 

説明会開催（年５回/１１人）、スキルアップ研修会（年２回/４６人） 

音声対応ソフトの操作研修（年３回/４０人） 

 

（５）交流スポーツ大会 

交流アーチェリー大会など８大会 ２,４０１人参加（役員・ボランティアを含む）   

（６）健康増進プログラム 合計１,２３３人参加（介護及びボランティアを含む）  

  ア 健康増進 ピラティスなど３種目 ５６３人参加 

イ 交流プログラム カーリングなど１１種目  ６７０人参加 

（７）スポーツプログラム 

プログラム数 実施回数 参加延人数（講師・介護・ボランティア含む） 

    ３２  １５０回                   ３,０２９人 

（８）個人指導回数 合計３,５１０回  (体育館2,282回、屋外1,228回) 

（９）交流事業   

事 業 名 開 催 日 参加者数 

 納涼祭    ７月２５日    ９３９人 

 センター祭 １１月２１日    ９６５人 

 合  計   １,９０４人 

 

(10) 利用者支援の充実 

    利用者支援充実のため、以下の取組を行った。 

    ・ 勤務状況のチェック 

     所長が不定期に巡回し、勤務状況のチェック・指導を実施した。 
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  ・ 問題兆候への「気づき」 

     会議等における情報交換を綿密に行うとともに、職員全員で問題点やその兆候の把握に努

めた。 

   ・ 職員への面談と教育 

     所長が契約職員を含む全職員との個別面談を実施したほか、サービス提供に関する研修を

実施した。 

 

５ 地域社会との共生 

（１）地域との交流 

ア 地域懇談会 

近隣の自治会、中学校、公民館、警察署等で構成し、地域の環境整備・防災対策等について

懇談した。 

イ センター運営連絡会 

   センターの運営に関し、連絡調整や意見交換を目的に連絡会議を実施した｡ 

（２）地域支援事業 

 障害のある人が身近な地域で文化・スポーツなどの社会活動に参加できる環境を段階的に 

整備することを目的に実施した。 

ア スポーツ分野の地域支援 

  障害者スポーツ・レクリエーション教室を上尾市（10回）や戸田市（9回）を中心に８市で

開催し、障害者スポーツの振興や地域の指導員、ボランティアの育成を図った。   ３１回 

  また、市町村や障害者団体の依頼に応え交流センター登録団体等の障害者スポーツ指導員派

遣のコーディネートを行った。 １３回                  合計 ４４回 

イ 文化活動分野の地域事業 

  出張福祉機器展示を福祉用具供給協会の協力を得て実施した（東松山市、杉戸町、戸田市、

蓮田市、宮代町、さいたま市、三芳町、松伏町の各社会福祉協議会や学校、団体主催行事に参

加）。 

（３）ボランティア活動支援 

   ボランティア同士の交流を深めることを目的とし、ボランティア意見交換会を実施した。 

フォローアップ講習会として外部講師による「視覚障害者の支援方法」を学んだ。 

参加者 ２１人 

（４）スポーツボランティア養成講習会 

スポーツボランティアの養成講習会     計２回の実施      ４１人参加 

大学等に対する養成講習会           計   １１４人受講    合計１５５人 

（５）初級障害者スポーツ指導員養成講習会（埼玉県の委託事業） 

戸田市で開催し修了証を交付した。                    合計 ５３人 

（６）障害者スポーツ指導員活動支援 

・ 障害者スポーツ指導員インターン制度 

    障害者スポーツの人材養成・育成を図り障害者スポーツに対する理解を深めることを目的と 

して、センターが主催するスポーツプログラムにインターンとして受け入れた。 

合計 登録４４人 ／ 延べ１３５人 

（７）職員の外部派遣 

広州2010アジアパラリンピック競技大会、全国障害者スポーツゆめ半島千葉大会など。 

合計 事業数５４ ／ 延べ５４人 
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６  施設・設備の維持管理 

（１）改修工事 

   施設の経年に伴う老朽化に対応して次のとおり実施した。 

   ア 監視カメラ更新工事 

   イ 緊急呼び出し装置（ナースコール）改修工事 

   ウ 屋上防水工事 

   エ プール採暖室改修工事 

（２）保守点検の実施 

利用者の安全確保とサービスの向上及び施設環境を維持するため、計画的な施設・設備の 

保守点検等を実施し、適正な維持管理を行った。 

（３）施設内点検 

職員による定期的な施設内点検を実施し、改善・補修の必要性が生じた時には速やかに対応

した。 

 

７ 職員研修 

（１） 防災機器取扱い研修会 

火災等を想定し「消火器と消火栓の配置」「防火ドア及び防火シャッターの作動について」 

「非常ベルがなった際の対応」について研修を実施した｡ 

（２）水難救助における連携強化のための研修会 
プール事故を想定した模擬訓練・ディスカッションなどを実施し職員の危機管理能力の向上 

を図った。特に、スポーツ指導担当と事務所等の連携をテーマとし夜間想定の訓練を実施した。   
（３）防犯（不審者の対応方法）に関する研修会 
   浦和警察署員を講師に「さすまたを使用した実践・護身術」について学んだ。 
（４）コミュニケーション研修会 

   八木ありさ氏講師(日本社会事業大学)、「コミュニケーション能力の向上」研修を実施した。 

（５）職員実践研究発表会の実施 

   埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科教授、佐藤雄二氏を助言者に招き、職員が個々の

実践研究結果について発表した。また、当センターボランティア１８人が参加し、活発な意見交

換が行われた。 

 

８ 東日本大震災避難者の受入れ 

  福島原子力発電所の事故に伴う埼玉県の避難場所として体育館等の施設を提供し、人工透析患

者など特別な配慮を要する避難者を受け入れた。 

（１）受入時期 

   平成２３年３月３０日から６月３０日（予定） 

（２）受入人数 

   ４３人（受入初日3／30時点） 
    

 




